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見
守
っ
て
、
日
本
固
有
種
の

見
守
っ
て
、
日
本
固
有
種
の　
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レ
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セ
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ロ
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育
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「 
七  
国  
山 
小
学
校
」が

な
な 
く
に 
や
ま

本
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３
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学
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適
正
規
模
適
正
配
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伴
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統
廃
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３
校
目
の
新
校
舎
完
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終
戦
の
翌
年
（
昭
和　

年
）
春
に
、

２１

父
が
戦
地
で
使
っ
て
い
た
カ
バ
ン
を
持

た
さ
れ
当
時
の
相
原
国
民
学
校
に
入
学

し
た
。
翌
昭
和　

年
に
校
名
は
、
堺
村

２２

立
相
原
小
学
校
に
な
っ
た
。

　

入
学
の
時
持
っ
て
行
っ
た
カ
バ
ン
の

中
は
、
鉛
筆
一
本
と
消
し
ゴ
ム
、
そ
れ

に
祖
父
の
作
っ
た
上
履
き
用
の 
藁  
草  
履 

わ
ら 
ぞ
う 

り

一
足
で
あ
る
。
教
科
書
は
、
先
生
が
ガ

リ
版
刷
し
た
今
に
も
破
れ
そ
う
で
チ
リ

紙
の
よ
う
な
、
し
か
も
黒
ず
ん
だ
紙
を

用
い
て
い
た
。
更
に
良
く
見
る
と
所
々

に
新
聞
紙
の
文
字
が
あ
り
、
正
し
く
再

生
紙
で
あ
る
。
ま
た
、
あ
る
時
ク
レ
ヨ

ン
が
配
給
に
な
っ
た
。
赤
青
黄
等
七
色

の
他
は
、
茶
色
の
み
で
各
色
毎
に
山
の

様
に
先
生
の
机
の
上
に
積
み
上
げ
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
七
色
の
山
は
小
さ

く
、
茶
色
の
山
が
一
番
大
き
か
っ
た
。

配
布
は
、
出
席
簿
順
（
ア
イ
ウ
エ
オ
）

で
各
色
一
本
ず
つ
取
り
揃
え
て
配
布
が

始
ま
っ
た
。
ク
レ
ヨ
ン
の
山
が
少
な
く

な
っ
て
も
、
茶
色
は
た
っ
ぷ
り
残
っ
て

い
た
。
私
の
番
が
来
て
、
つ
い
に
赤
青

黄
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
他
の
色
も
全
て

無
く
な
り
、
残
り
は
茶
色
の
み
と
な
っ

て
い
た
。
出
席
簿
の
早
い
も
の
は
い
い

な
あ
、私
は
茶
色
一
本
だ
け
の
配
給
で
、

何
人
か
の
友
達
も
そ
う
だ
っ
た
。
今
な
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「
地
域
の
情
熱

「
地
域
の
情
熱

さ
つ
ま
い
も
図
書
館
」

さ
つ
ま
い
も
図
書
館
」

ら
子
ど
も
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
親
た
ち

も
大
騒
ぎ
に
な
る
だ
ろ
う
が
、
当
時
は

一
本
で
も
貰
え
れ
ば
よ
い
方
で
あ
っ
た

の
で
、
不
平
や
不
満
は
出
な
か
っ
た
。

　

２
年
生
に
な
っ
た
昭
和　

年
頃
か
ら

２２

給
食
が
始
ま
っ
た
。
給
食
と
い
っ
て
も

キ
ャ
ベ
ツ
の
味
噌
汁
を
ア
ル
ミ
の
お
椀

に
一
杯
だ
け
で
、
そ
れ
に
か
つ
お
ぶ
し

等
を
入
れ
、
味
は
最
高
。
今
で
も
ク
レ

ヨ
ン
の
こ
と
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
味
噌
汁
の

こ
と
は
、
忘
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
思

い
出
で
あ
る
。

　

昭
和　

年
頃
、
加
賀
美
良
英
校
長

２４

（
第
十
四
代
）
が
着
任
し
て
か
ら
相
原

の
教
育
は
大
き
く
変
わ
り
、
地
域
と
の

連
携
プ
レ
ー
を
重
視
し
た
一
大
改
革
が

行
わ
れ
た
。
折
り
し
も
堺
中
学
校
独
立

校
舎
が
完
成
し
た
も
の
の
、
一
校
派
・

二
校
派
で
村
を
二
分
し
村
議
会
も
総
辞

職
、
大
戸
地
区
の
一
部
は
川
尻
村
（
現

城
山
町
）
の
中
学
に
通
学
す
る
等
学
校

を
中
心
に
村
は
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
当
時
村
の
人
達
は
、
き
ず
が

付
い
た
等
の
さ
つ
ま
い
も
を
俵
に
入
れ

て
学
校
へ
持
ち
込
み
、
学
校
は
、
澱
粉

工
場
へ
加
工
用
と
し
て
売
却
し
た
。
当

然
農
家
は
無
償
寄
付
で
、
そ
の
売
上
金

で
本
を
購
入
し
、
い
わ
ゆ
る
「
さ
つ
ま

い
も
図
書
館
」
が
完
成
し
た
。
こ
れ

は
、
当
時
の
加
賀
美
校
長
と
塩
沢
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
提
唱
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
。
更
に
教
師
と
父
母
の
意
志
の
疎
通

を
は
か
ろ
う
と
広
報
紙
「
す
こ
や
か
」

が
ガ
リ
版
刷
り
で
発
行
さ
れ
、
５
・
６

年
生
の
頃
は
授
業
終
了
後
に
印
刷
の

手
伝
い
を
し
た
。
現
在
も
こ
の
題
名
で

Ｐ
Ｔ
Ａ
機
関
紙
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。

先
人
達
の
相
原
の
地
に
注
い
だ
教
育

へ
の
情
熱
が
、
多
大
の
功
績
を
残
し
て

く
れ
た
。
相
原
小
学
校
は
本
年
１
３
０

周
年
を
迎
え
、
よ
き
伝
統
を
継
承
し
、

更
な
る
学
校
と
地
域
の
発
展
を
願
う

も
の
で
あ
る
。

（
相
原
小
学
校
教
育
振
興
会
会
長
）

　

町
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
整
備
、
学

校
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
「
学
校
適
正
規
模
適
正
配
置
事
業
実
施
計
画
（
１

９
９
９
年
３
月
策
定
）
」
に
基
づ
き
、
小
規
模
化
が
著
し
い
市
立
小
学
校
の
統
合

を
、
２
０
０
１
年
度
以
降
進
め
て
き
ま
し
た
。
２
０
０
２
年
４
月
木
曽
境
川
小
学

校
、
２
０
０
３
年
４
月
本
町
田
小
学
校　

本
年
４
月
の
「
七
国
山
小
学
校
」
の
校

舎
完
成
に
よ
り
、
各
統
合
校
の
整
備
が
終
了
し
ま
す
。　
　
　
　

　

平
成　

年
９
月
か
ら　

年
２
月
ま
で

１５

１６

の
間
に
定
例
会
６
回
臨
時
会
３
回
が
開

催
さ
れ
、　

件
の
議
案
を
審
議
し
、
１

２７

件
の
事
案
を
協
議
し
、　

件
の
報
告
を

３８

受
け
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も
の
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
【
議　

案
】

○
町
田
市
立
学
校
〔
七
国
山
小
〕
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）

に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。　
　

○
市
立
学
校
施
設
及
び
生
涯
学
習
部
各

施
設
使
用
料
改
正
に
つ
い
て
承
認
し
ま

し
た
。

○
２
０
０
４
年
度
町
田
市
教
育
委
員
会

教
育
目
標
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し
た
。

○
町
田
市
公
立
学
校
管
理
運
営
に
関
す

る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
に
関

し
て
承
認
し
ま
し
た
。
〔
夏
休
み
授
業

・
二
学
期
制
・
開
校
記
念
日
授
業
〕

　
【
協　

議
】

○
町
田
市
立
中
学
校
給
食
制
度
（
実
施

計
画
・
諮
問
）
に
つ
い
て

　
【
報
告
事
項
】

○
学
校
選
択
制
に
つ
い
て

○
２
０
０
４
年
度
就
学
時
健
康
診
断
の

実
施
に
つ
い
て

○
（
仮
）
町
田
市
立
文
学
館
基
本
設
計

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
、
ど

ん
な
鳥
が
見
た
い
か
尋
ね
た
こ
と
が
あ

る
。
か
な
り
通
な
方
で
、
情
報
収
集
も

し
て
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
「
河
原
の
セ
グ

ロ
セ
キ
レ
イ
」
と
い
う
注
文
。
思
わ
ず

「
セ
グ
ロ
！
」
と
聞
き
返
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
確
か
に
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
は

日
本
固
有
種
で
、
日
本
で
し
か
見
ら
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
普
通
に
見
ら
れ
る

鳥
で
す
か
ら
、
彼
女
の
よ
う
に
セ
グ
ロ

を
２
時
間
も
、
分
厚
い
図
鑑
と
見
比
べ

な
が
ら
、
望
遠
鏡
で
観
察
す
る
の
は
、

日
本
人
な
ら
た
ぶ
ん
相
当
の
研
究
者
で

し
ょ
う
か
。
探
鳥
会
で
も
セ
グ
ロ
に
２

時
間
か
け
た
記
憶
は
あ
り
ま
せ
ん
。
参

加
者
が
飽
き
て
、
次
に
い
こ
う
と
催
促

す
る
で
し
ょ
う
か
ら
…

　

セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
の
体
色
は
単
純
な

白
と
黒
の
２
色
で
、
街
な
か
で
も
見
か

け
る
ハ
ク
セ
キ
レ
イ
と
よ
く
似
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、
初
心
者
向
け
探
鳥
会
の

識
別
練
習
に
こ
の
二
種
は
な
か
な
か
便

利
で
す
。
「
眉
が
白
く
、
顔
が
黒
い
セ

グ
ロ
、
顔
が
白
い
の
が
ハ
ク
で
す
」
と

説
明
す
る
の
で
す
が
、
直
ぐ
に
混
同
し

て
し
ま
う
よ
う
で
す
。
「
頬
が
黒
い
の

が
・
・
」
「
頬
っ
て
ど
こ
で
す
か
？
」

図
鑑
で
示
し
な
が
ら
説
明
。
「
本
当

だ
、
本
み
た
い
に
違
う
」
リ
ー
ダ
ー
た

じ
た
じ
の
探
鳥
会
で
す
。
更
に
、
鳴
き

声
を
聞
き
ま
す
。
「
チ
ュ
チ
ン
、
チ
ュ

チ
ン
が
ハ
ク
で
、
セ
グ
ロ
は
ジ
ジ
ッ
、

ジ
ジ
ッ
と
濁
っ
た
声
で
す
」
一
瞬
静
ま

り
か
え
っ
て
聞
き
耳
を
立
て
ま
す
が
、

そ
う
都
合
よ
く
鳴
い
て
く
れ
る
訳
も
な

く
、
リ
ー
ダ
ー
は
冷
や
汗
も
の
で
す
。

「
石
を
つ
つ
い
て
る
け
ど
、
何
し
て
る

ん
で
す
」
「
餌
を
採
っ
て
い
る
の
で

す
。
昆
虫
を
探
し
て
ま
す
」
「
冬
な
の

に
虫
が
い
る
の
で
す
か
」
「
え
え
、
蚊

の
仲
間
が
落
ち
て
い
た
り
、
水
生
昆
虫

が
い
た
り
」
に
ぎ
や
か
な
ひ
と
と
き
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
の
彼
女
と
大
違
い
。

　

最
後
に
「
セ
グ
ロ
セ
キ
レ
イ
は
日
本

固
有
種
で
日
本
に
し
か
い
ま
せ
ん
。
河

川
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
ら
け
に
な
る

と
、
数
が
減
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

　

ど
う
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
見
守
っ
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

強
調
し
て
セ
グ
ロ
の
識
別
を
終
え
ま

し
た
。
　

（
町
田
野
鳥
の
会　

太
田
信
行
）

　

旧
忠
生
第
四
小
学
校
跡
校
舎
（
新
館

部
分
）
を
活
用
し
、
（
仮
）
町
田
市
教

育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
整
備
す
る
た
め
、

本
年
１
月
か
ら
本
年
５
月
末
の
予
定

で
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
工
事
が
完
了
す
る
と
〈
○ア
 

教
員

の
研
修
・
研
究
事
業　

○イ
 

各
種
相
談
事

業　

○ウ
 

「
適
応
指
導
教
室
（
け
や
き
教

室
）
」
〉
が
こ
こ
に
入
り
、
（
仮
）
町

田
市
教
育
セ
ン
タ
ー
と
し
て
、
業
務
を

開
始
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
ま
で
個
別
に
対
応
し
て
き
た
各

業
務
の
一
元
化
や
そ
の
充
実
強
化
が
図

ら
れ
る
予
定
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

な
お
、
町
田
市
役
所
森
野
分
庁
舎
４

階
に
あ
る
現
在
の
町
田
市
教
育
相
談
所

と
隣
に
開
設
さ
れ
て
い
る
「
適
応
指
導

教
室
（
け
や
き
教
室
）
」
は
、
こ
の
工

事
終
了
後
の
６
月
に
、
移
転
す
る
予
定

で
す
。

　

昨
年
４
月
、
旧
忠
生
第
五
小
学
校
・

旧
忠
生
第
六
小
学
校
・
旧
忠
生
第
七
小

学
校
３
校
の
統
合
新
設
校
「
七
国
山
小

学
校
」
が
、
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
「
七
国
山
小
学
校
」
は
、

仮
校
舎
と
し
て
旧
忠
生
第
六
小
学
校
を

使
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
本

校
舎
と
な
る
旧
忠
生
第
七
小
学
校
で
の

耐
震
工
事
を
含
む
全
面
改
修
工
事
と
学

童
保
育
ク
ラ
ブ
の
新
築
工
事
が
完
了

し
、
本
年
４
月
に
移
転
し
ま
す
。

　

七
国
山
小
学
校
統
合
整
備
工
事
は
、

旧
忠
生
第
五
小
・
旧
忠
生
第
六
小
・
旧

忠
生
第
七
小
学
校
３
校
統
合
準
備
会
が

ま
と
め
た
学
校
像
を
基
に
、
新
設
校
と

し
て
の
改
修
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。

　

校
舎
は
、
校
舎
棟
・
給
食
棟
・
体
育

館
棟
・
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
棟
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
特
徴
は
、
①
各
フ

ロ
ア
ー
の
廊
下
と
一
体
化
し
た
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
②
化
学
物
質
過
敏
症
に
配

慮
し
た
材
料
の
使
用
③
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
（
廊
下
の
手
す
り
・
段
差
解
消

等
）
④
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
新
築
⑤
ト

イ
レ
洗
浄
水
の
雨
水
利
用
（
一
部
ト
イ

レ
）
な
ど
環
境
面
に
も
配
慮
し
た
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
「 
七  
国  
山 
小
学
校
」
の
新
所
在
地

な
な 
く
に 
や
ま

▼
住
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